
対面授業 文　京キャンパス にて開講

〔前期〕

1 商業教育の歴史と変遷(1)　
明治以降の商業教育の歴史を時系列で概観したのち、第
二次世界大戦下の商業教育と経済発展をキーワードに
議論し学修を深めます。

2 商業教育の歴史と変遷(2)
第二次世界大戦後から今日に至る学習指導要領の変遷
を辿ったのち、商業教育の不易と流行について議論し学
修を深めます。

3 各科目の目標と内容の構成及び取り扱い等
商業科目の各分野の目標と、内容の構成及び取り扱い等
について概観したのち、商業高校の教育課程を数校取り
上げ、作成上の意図について議論し学修を深めます。

4 商品開発と流通　学習指導案の作成方法(1)　
指定した学習内容をどう教えたいかを議論したのち、学
習指導案の作成にあたってのルールや手順について確認
します。

5 商品開発と流通　学習指導案の作成方法(2)
前回の授業で得た着想をもとに学習指導案、発問例、板
書例を作成します。

6 商品開発と流通　模擬授業(1)
従来からの座学による授業を基本に据えて受講生が模擬
授業を行い、高校生の認識や思考、学力に合致した授業
かを議論し学修を深めます。

7 商品開発と流通　模擬授業(2)
引き続き模擬授業を行ったのち、今度は教師の視点から
発問方法や板書方法について議論し学修を深めます。

8 商品開発と流通　模擬授業(3)
引き続き受講生が模擬授業を行ったのち、授業を行う際
の基本的な教育技術が活かされ、授業として認められる
だけの質が確保されたかを議論し学修を深めます。

9 ビジネス基礎　学習指導案の作成方法(1)
指定した学習内容をまず予習してその内容を発表したの
ち、授業として教えるなら何が足りないのかを議論し、
予習と教材研究の違いについて学修を深めます。

10 ビジネス基礎　学習指導案の作成方法(2)　
前回の授業を踏まえて学習指導案、発問例、板書例を完
成させ、加えて評価の観点について検討をします。

11 ビジネス基礎　模擬授業(1)
受講生が模擬授業を行ったのち、高校生の視点から発問
方法、板書方法、観点別評価について議論し学修を深め
ます。

12 ビジネス基礎　模擬授業(2)
引き続き受講生が模擬授業を行ったのち、教師の視点か
ら発問方法、板書方法、観点別評価について議論し学修
を深めます。

13 ビジネス基礎　模擬授業(3)
引き続き受講生が模擬授業を行ったのち、授業を行う際
の基本的な教育技術が活かされ、授業として認められる
だけの質が確保されたかを議論し学修を深めます。

〔後期〕

1 簿記　学習指導案の作成方法(1)
ＩＣＴ機器の活用の長所、短所は何かを議論したのち、
アイディアを出し合い学習指導案の作成に役立てます。
また、ペアワークやグループワークを取り入れるなど、
主体的対話的で深い学びを実現するための工夫について
考察します。

2 簿記　学習指導案の作成方法(2)
発展的な学習の在り方を探求しつつ、安易なＩＣＴ機器
の利用にならないように学習指導案、発問例、授業プリ
ントを完成させます。

3 簿記　模擬授業(1)
受講生が模擬授業を行ったのち、ＩＣＴ機器の活用が授
業の質を高め教育効果の向上に寄与していたかを議論し
学修します。

4 簿記　模擬授業(2)　
引き続き受講生が模擬授業を行ったのち、ＩＣＴ機器の
活用が授業の質を高め教育効果の向上に寄与していたか
を議論し学修します。

5 簿記　模擬授業(3)
引き続き受講生が模擬授業を行ったのち、他の受講生か
ら自己の成長に役立つコンピテンシーを見極めます。

6 マーケティング　学習指導案の作成方法(1)
生徒の知識の習得に向けＩＣＴ機器を活用して授業の
一部として動画を作成します。また、ペアワークやグル
ープワークを取り入れるなど、主体的対話的で深い学び
を実現するための工夫について考察します。

7 マーケティング　学習指導案の作成方法(2)
前回の議論を踏まえて発展的な学習の在り方を探求し、
動画教材、学習指導案、発問例、授業プリントを完成さ
せます。

8 マーケティング　模擬授業(1)
受講生が模擬授業を行ったのち、ＩＣＴ機器を活用でき
たか、思考力、判断力、表現力を高める工夫ができたか
を議論し学修します。

9 マーケティング　模擬授業(2)
引き続き受講生が模擬授業を行ったのち、ＩＣＴ機器を
活用できたか、思考力、判断力、表現力を高める工夫が
できたかを議論し学修します。

10 マーケティング　模擬授業(3)
引き続き受講生が模擬授業を行ったのち、他の受講生か
ら自己の成長に役立つコンピテンシーを見極めます。

11 目標準拠評価による観点別評価
学習指導要領（平成 30 年改訂）で求めている目標準拠
評価による観点別評価を理解し、学習活動にどう活かす
かを議論し学修を深めます。

12 1 年間の振り返りと試験問題の作成
1 年間の取り組みを振り返るとともに、商業科目の試験
問題を作成するコツを修得し、実際に作成を試みます。

13 試験及びフィードバックとしての解説
商業教育の歴史や変遷、学習指導要領に示された学習内
容、目標準拠評価による観点別評価の意義等について考
査し、フィードバックとしての解説を通じて 1 年間の取
り組みの成果を確認します。
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■授業の目的及び到達目標
本授業は、商業科の教育目標、育成を目指す資質・能力を理解し、学習指導要領に示された学習内容の体系的な理解と
様々な学習指導理論を深化させ、必要に応じてＩＣＴ機器を活用し、授業場面で役立つ「わかる」授業設計の方法を身
に付けることを目的とします。さらには、学校現場で活躍する商業科教員と遜色のない、能力と態度を身に付けること
を到達目標とします。
■授業計画

■授業の方法
知識として伝えるべき内容は講義形式で行いますが、模擬授業では動画やペアワークなどを取り入れるなど、回を重ね
るごとに要求水準を高くしますので、求めるレベルに応じた学習指導案、発問例、板書例（授業プリント）、ＩＣＴ教材
を作成できるようにします。
■予習・復習
予習では商業科の知識の修得に努めるとともに、模擬授業に向けて徹底した教材研究を求めます（3 時間程度）。また、
復習では振り返りを重視し、模擬授業等を体験する中で理解できたこと、気付いたことをまとめてください（1 時間程
度）。
■成績評価の方法（成績の評定方法、授業態度、レポート等の扱い）
意見発表など授業貢献度 30％、課題（学習指導案、板書例、発問例、授業プリント等の提出物）30％、模擬授業 20％、
試験 20％で評価します。学期試験のフィードバックは、試験終了後の授業を通して行います。
■教科書・参考書
教科書：文部科学省検定済みの高等学校商業科教科書
参考書：文部科学省「高等学校学習指導要領（平成 30 年）解説　商業編」、「商業科教育論」（実教出版、2019 年）
■関連する科目
本授業は、商業科教員免許状取得のための必修科目です。他の教職課程の科目同様、確実な修得を望みます。
■当該科目の実務経験（該当する場合のみ記載）
29 年間にわたり、埼玉県の公立高校に勤務しました。実務経験は豊富ですので、高校時代に商業科目を履修したことが
ない人、教えることに不安を感じている人も、安心して授業に参加してください。


